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座長
　日本薬剤師会常務理事

高松登
　九州大学大学院薬学研究院准教授

島添隆雄

　現代社会の複雑化に伴い、様々な問
題が浮き彫りになってきている。われ
われは進歩・進化に身を委ねる一方
で、改めて原点に戻り、健康長寿のた
めにも古き良き時代を見直す必要があ
る。
　健康の基本の一つに食がある。しか
しながら、現代の農業や食生活の変化
が、必ずしもすべて良い方向へ向かっ
ているとは言えない。例えば、農薬、
化学肥料などにより、安全な食が失わ
れつつある。また、農業技術の進歩に
より、「旬」という文字が消え、野菜
や果物などの栄養価も大幅に低下して
きている。
　さらに、日本の食が、食文化として
世界に誇れる和食から欧米食へと変化
し、高カロリー、高脂質の食事により、
さまざまな疾患を誘発するようになっ
てきた。これらのことが、日本は世界
一の長寿国でありながら、健康寿命は
ほとんど延びていない要因となってい
る可能性も否定できない。
　一方、生薬を構成成分とする漢方薬

も、見直されるべき良き機会にきてい
る。コロナ禍においても、漢方薬の効
果、有用性が提唱されている。また、
漢方薬の作用機序も科学的に証明され
るようになってきた。漢方治療は、古
来より食と直結していることもあり、
本シンポジウムでその役割を再認識で
きると考える。
　本分科会では、食および漢方のスペ
シャリストを招いた。まず、飯塚病院
漢方診療科の田原英一部長に、和食と
玄米採食による治療について紹介して
いただく。次に菌ちゃんふぁーむの吉
田俊道氏より、菌ちゃんふぁーむでの
無農薬有機野菜作りで体調が改善され
る経験を話していただく。
　また、九州大学の比良松道一准教授
には、「弁当塾」という大学における
実践的な食育教育の意義について講演
していただく。最後に、日本薬剤師会
薬局製剤・漢方薬委員会の八木多佳子
委員長から、薬局製剤を提供する際に
併用された食養生について紹介してい
ただく。
　以上のように、各演者に幅広い角度
から講演していただき、総合討論も行
うことで、食および漢方の重要性への
理解が深まり、極めて有意義な分科会
となることが期待される。

（島添隆雄）

セルフメディケーションと薬局製剤・
漢方薬～健康長寿のために、日本の

食と漢方について考えよう！～

座長
　日本薬剤師会常務理事

富永孝治
　福岡県薬剤師会副会長

宮谷英記

　セルフメディケーションを推進する
動きが強まっている。このような状況
に対して、国民は医薬品に対する正し
い知識を得ることが求められ、中高生
には医薬品の適正使用に関する基礎知
識の定着を目指す「くすり教育」が実
施されている。本分科会では「くすり
教育」と「薬物乱用防止教育」の両面
から、学校薬剤師が今やるべき役割に
ついて掘り下げたい。
　「健康・安全に向けた薬育と学校薬
剤師への期待」として文部科学省初等
中等教育局健康教育・食育課の小出
彰宏健康教育調査官による基調講演
では、医薬品に関する教育が行われ
た割合は中学校で57.8％、高等学校で
65.1％であり中学校で医薬品に関する
教育が始まって約10年になるが、全
ての中学校、高等学校で実施されて
いないことの原因などについて講演い
ただく。
　次に「薬物乱用の現状と薬物乱用防

止教育―大麻等について―」として愛
知県学校薬剤師会の木全勝彦代表理事
に薬物乱用防止教育について、従来型
の薬物乱用の恐ろしさを強調するので
なく、なぜダメなのかを医学、薬学お
よび法律との関係性など総合的な正し
い情報を青少年に伝え、自ら考えさせ
ることや、身近な医薬品、医薬部外品、
食品（清涼飲料水等）等の不適切使用
等について講演いただく。
　次に「子どもたちの健康のためのく
すり教育」としてくすりの適正使用協
議会の俵木登美子理事長から同協議会
が行っているくすり教育の支援につい
て、くすり教育のための各種教材を作
成提供、授業に活用できる模型などの
貸し出し事業、くすり教育を行う先生
方を対象とした、授業の構成例や活用
できる各種資材の紹介などを行う出前
研修など、学校薬剤師の活動を支援さ
れている現況等について講演いただ
き、最後は討論会を行う。
　本分科会を通じ、学校薬剤師の「く
すり教育」が児童、生徒、学生の生涯
を通じ、自分の健康と病気の治療に役
立てることの出来る力を養う教育にな
るものと確信している。

（宮谷英記）

くすり教育活動における
学校薬剤師の役割

座長
　日本薬剤師会理事

清水大
　福岡県薬剤師会理事

清水敦

　スポーツには素晴らしい価値があ
る。心身の健全な成長・発達、ルール
やフェアプレー精神を守る、仲間への
信頼や他者を尊重する姿勢、私たちは
スポーツを観ることでそのような素晴
らしい価値を感じ、とても大きな感動
を与えてもらっている。
　一方でそのような価値に反するよう
な行為や事件なども起こっている。ス
ポーツに携わる者がスポーツの価値を
支えていくために何を考え行動してい
かなければならないのか、この分科会
では各分野における日本の第一人者を
お招きし、各々の専門職としてのス
ポーツの価値を守り支えるためのお話
をしていただく。
　基調講演としてスポーツ・コンプラ
イアンス教育振興機構の武藤芳照代表
理事から、スポーツ医学の一分野とし
てのスポーツ・コンプライアンスの理
念と、社会での活動、薬剤師の積極的
な関わり方についてお話しいただく。

　続いて３人のシンポジストにご登壇
いただく。健康リハビリテーション内
田病院の内田泰彦院長からスポーツド
クターとしての道を歩みだしたきっか
けと、世界水泳選手権、オリンピック・
パラリンピック帯同、福岡ソフトバン
クホークスのチームドクターとしての
経験からのスポーツファーマシストへ
の想い、連携について、ＡＮＤ―Ｕの
吉村俊亮代表取締役からサッカーの香
川真司選手など世界で活躍するトップ
アスリート専属サポートの経験などか
ら、管理栄養士・スポーツトレーナー
としての活動について、黒田薬局の松
島美菜氏からご自身が水泳日本代表選
手として出場したロンドンオリンピッ
クと、そこに至るまでのアスリートと
しての経験、現在薬剤師としてアス
リートを守る立場から、スポーツの価
値を支えるためにできる事についてお
話いただく。
　最後は演者の方々と総合討論を行
う。スポーツの価値を支えるために、
多職種連携の中で何を考え行動してい
くべきか、この討論を日本の新たなス
ポーツ業界を構築するためのキックオ
フミーティングとしたい。

（清水敦）

薬剤師が支えるスポーツの価値

座長
　日本薬剤師会常務理事

亀井美和子
　福岡県薬剤師会常務理事

田城涼子

　日々の業務でコミュニケーションの
取り方に苦慮した薬剤師も多いのでは
ないだろうか。
　日本において、65歳以上が人口の約
３割を占め、高齢化が進展しており、
そのうちの４分の１が難聴者、６分の
１が認知症有病者といった統計も出て
いる。加齢に伴い、服用する薬の種類
が増えてくる傾向にある中、難聴者や
認知機能が低下した高齢者に対し、良
好なコミュニケーションが求められて
いる。
　また、症状や置かれている環境は人
によって大きく異なり、その多様性
や状況、ヘルスリテラシーに合わせ
て医療や情報を提供することが重要で
ある。
　本分科会では、聴覚障害や認知症の
患者とのコミュニケーションのあり方
について考えていく。
　基調講演として、東京逓信病院病理
診断科の田村浩一医師に「難聴者から
見た薬剤師に求められるコミュニケー
ション」と題し、講演いただく。田村

医師ご自身も遺伝性の聴覚障害をお持
ちで、40歳ごろから症状が進んだとの
こと。聞こえる立場から、逆の立場に
なったからこそ見えてくる課題や疑問
を示し、また薬剤師に求める対応につ
いてお話いただく。
　次に国立病院機構東京医療センター
の本田美和子総合内科医長からはマル
チモーダル・コミュニケーション・ケ
ア技法のひとつである「ユマニチュー
ド（特に高齢者と認知症患者において
有用とされている包括的ケアメソッ
ド）」の基本や技術要素、成果につい
て講演いただく。
　最後に第一薬科大学地域医療薬学セ
ンターの俵口奈穂美教授からは、薬剤
師と聴覚障がい者を対象とした、服薬
指導のコミュニケーションに関するア
ンケートから見えてきた認識の違い
や、問題点について紹介いただき、薬
剤師に何が求められていくのか一緒に
考えていく。
　コロナウイルス感染拡大によるマス
クの着用や、時限的・特例的な取り扱
いである0410対応など、コミュニケー
ションが取りづらい環境の中、本分科
会が　高齢者や聴覚障がい者だけでな
く、様々なシーンで活用できるヒント
となれば幸いである。

（田城涼子）

寄り添う医療とコミュニケーション
～言語コミュニケーション

障害への対応～


